
開催日時 令和２年２月６日（木)　午後２時３０分～午後４時４０分

会議場所 阪南市立図書館　視聴覚室

出席者 会長　　　　　堀田　穣　（京都先端科学大学人間文化学部）    

会長代行　　　谷本　美由貴（阪南市みんなの図書館を考える会）

委員　　　　　下林　奈央（阪南市立鳥取中学校）

委員　　　　　下岡　加奈子（阪南市立桃の木台小学校）

委員　　　　　森本　典子（阪南市子ども文庫連絡会）

委員　　　　　横山　泰治（本のリサイクル運営委員会）

委員　　　　　髙萩　綾子（大阪府立中央図書館）

委員　　　　　頭師　康一郎（市民公募委員）

事務局 生涯学習部長　伊瀬　徹

図書館長　　　加藤　靖子

図書館長代理　井上　真理

図書館主幹　　森下　喜代子

傍聴者  ２名

部長 挨拶

案件1　 ３０周年記念事業について
事務局 　イベントチラシ掲載の記念事業について報告

・１１／３おたのしみ会　子ども５名大人４名

平成３１年度第２回阪南市立図書館協議会議事録

平成３１年度第２回図書館協議会



・１１／３よみメンおはなし会　１６名
・１１／３書庫開放デー　８３名　２３５冊貸出
・１１／４人形劇　７６０名
・１１／１５朗読　４１名
・１１／２３ワークショップ　２８名
・１１／２３絵本ライブ　４７５名
・１１／２３サイン会　１００名

会長 　質問や意見等はあるか。

Ａ委員 　人形劇、絵本ライブの入場は当日先着順だったが、事前申し込みがよ
かったのではないか。入場の待ち時間が長かった。

事務局 　整理券の事前配布を検討したが、過去のイベントでは、予想以上に来ない
人が多く、空席が多く出てしまったため、今回は当日先着順とした。

Ａ委員 　障がい者は、長く待つことが難しい。配慮があってもよかったのではないか。

Ｂ委員 　府立図書館では、チラシに「配慮が必要な方は事前にお知らせください」の
一文を入れている。

事務局 　今後配慮を行う。

案件２ 英語多読用図書コーナーの設置について

図書館長 (英語多読チラシと多読用絵本に基づき説明)
・ソロプチミストりんくう様の１０万円の寄贈を利用して、英語多読用
絵本１セットを購入し、コーナーを設置し、貸出を開始した。
・９／２３入門講座を実施。定員２０名のところ約７０名の参加があっ
た。
・講座受講生の中から、サークル（阪南多読クラブ）が立ち上がり、週
１回の活動を開始した。
・多読用図書は８月以降で約４０００回の貸出。
・今後少しずつ増やしていく予定である。

会長 　質問や意見等はあるか。

Ａ委員 　英語以外の多読はあるのか。

図書館長 　中国語の要望はあったが図書館で所蔵しているのは英語多読のみであ
る。多読解説書によるとどの言語でも有効であるとのことがだが、多読
に適した図書館向け資料が見つからない状況である。

会長 　多読の資料を利用したい市民で、図書館に来ていない、潜在利用者が
いるのではないか。

図書館長 　東鳥取公民館で日本語講座、西鳥取公民館で国際交流サークルがあ
り、外国人との交流を行っているので、働きかけるとよいかもしれな
い。

Ａ委員 　図書館には英語以外の言語で書かれた資料はあるのか。

図書館長 　絵本でなら数は少ないが、中国語や韓国語、ドイツ語、フランス語等
がある。



Ａ委員 　外国人が日本語を学ぶための本はあるか。特に辞書の類はどうか。外
国の方が、課題解決として言語面でのサポートができる本があるか。

図書館長 　基本的な辞書は揃えている。

Ｃ委員 　外国人が日本語を勉強したい場合と、日本人が外国語を勉強したい場
合とがあるということか。

図書館長 　「ひらがなタイムズ」という雑誌を図書館で購入しているが、この雑
誌はすべての記事に英語と日本語が併記されており、日本語にはすべて
ひらがなでルビが振ってある。外国人が英語に堪能な場合ばかりではな
く、また、ひらがななら読める外国人も多い。外国人に日本語を教える
場合にも使え、薄く地味な雑誌ではあるが、よく利用されている。外国
人が利用される際にはこの雑誌と英字新聞、「ＴＩＭＥ」は必ず案内す
るようにしている。

会長 　この件に関して質問や意見はあるか。

全委員 　意見等なし

案件３ 認知症にやさしい図書館について

図書館長 （資料により概要説明）
・認知症にやさしい図書館プロジェクトが昨年９月で１周年となり、１
２／２７の読売新聞で紹介された。
・９月から月２回手話カフェがスタート。
・認知症サポーター養成講座９／２３　１３名　９／２７　１１名
・マスター（男性）によるカフェのため、男性が入りやすい。
・立地が良い。

会長 　この件に関して質問や意見はあるか。

全委員 　意見等なし

案件４　 阪南市子ども読書活動推進事業について

事務局 （図書館の事業について説明）
・第３次阪南市子ども読書活動推進計画がスタート
　共通テーマは「本の楽しさを共有しよう」
・図書館では「えほんのひろば」事業としてボランティア養成講座を実
施。
　阪南市知的障がい者団体連絡会の希望者に実施。
　わくわく教室（放課後子ども教室）で実施。
　幼稚園（朝日、尾崎、はあとり）
　小学校（下荘、朝日、上荘）
　中学校（飯の峯）を予定

図書館長 ・「えほんのひろば」は大阪府新子育て支援交付金の「絵本で育む子ど
もとのふれあい事業」を活用して実施している。ボランティアを養成し
て、ボランティアでのえほんのひろば運営をめざしている。



図書館長 　第一次計画から市内にある少年院、和泉学園との連携を挙げていた
が、きっかけをつかめず今に至っていたところ、昨年４月にようやく担
当者とつながることができた。府立図書館の団体貸出セットを利用した
団体貸出を始める準備が整い、今月中に開始する予定である。また、地
域貢献として、園生が木工科の授業で制作したブックスタンドの寄贈を
受けた。今後、図書館内で活用する。

Ｃ委員 　大阪府の交付金は、いくらぐらい貰えるのか。

図書館長 　上限５００万円のうち、子育て総合支援センターと図書館で分けてい
る。今年度は３０周年ということで３８０万円を図書館に配分し、記念
事業の実施、えほんのひろば講師料、多読用絵本の購入等に使ってい
る。

Ｃ委員 　いつまで貰えるのか。

図書館長 　大阪府次第である。また、新子育て支援交付金にはたくさんのメ
ニューがあるので、今後阪南市として何を選んで申請するかは未定であ
る。

Ａ委員 　えほんのひろばのボランティアは何をするのか。

事務局 　えほんのひろばでは「ひろば読み」という独特の読み方を行い、その
後、友だちと一緒に絵本を読みあう。その時、絵本を楽しみ合う一人と
して、ボランティアに入っていただいている。

会長 　この件に関して質問や意見はあるか。

全委員 　意見等なし

案件５　 今後の図書館のあり方について

図書館長 （資料に基づき説明）
・総務省地域情報化アドバイザー派遣制度を活用し、岡本真氏を講師に
招き、３回のワークショップを開催し、阪南市立図書館の今後のあり方
について検討を行った。
・１０／２３　図書館職員１６名で、午前午後４時間にわたり講義と
ワークショップを開催。講義内容として、図書館が市に貢献できること
は何か。例えば定住者の満足度を上げることや、シニアの活躍の場所を
作るなど。すぐに効果が見えないが、１０年先のことまで考えること等
が示された。
・１２／８　講演と市民ワークショップを開催。市民と職員６５名が一
緒に話し合いを行った。
・１／２５　２回目の市民ワークショップ開催。前回の案のブラッシュ
アップを行った。４８名参加。講師から、阪南市の図書館をどうしてい
きたいかは、役所任せにするのではなく、自分がどうしたいのかを踏み
込んで考える、できるものから実践していく等行動を起こすことを示さ
れた。検討する中から見えてきたことは、図書館は市民から新たなサー
ビスや役割、特に「人とつながる場」の提供が期待されているというこ
とである。



・２／２　図書館をＰＲするための企画・運営をする場として、「この
指とまれ～あしたの図書館」を立ち上げ。
・２回目を２／１６に開催予定。以後毎月第３日曜の午前に開催し、第
１回イベントとして「好きな本もちよりカフェ」を４／１９に開催する
こととなった。

会長 　基本方針1から順に意見をお願いする。

Ｃ委員 　確認だが、最後のページにＰＤＣＡがあるが、今後落とし込んでいく
のか。それとも今回の会議をベースに落とし込んでいくのか。取り組み
の方向性は、まだＰＤＣＡになっていない。プランを考えるときには、
アクションまでないとプランにならない。そこはもう出来上がっている
のか。そこまで聞かないと意見は出ない。今はこの段階で終わっている
ということか。

図書館長 　一部は動かしつつある。来年度予算で実現できるであろうというもの
もある。すべてはとても無理なので、どこから手を付けようかというの
はある。この案は中長期的な視点で、次の段階では単年度の目標が必要
だと思っている。そこでまた小さなＰＤＣＡが必要となる。

Ｃ委員 　そこまで落としこんで実現の可能性が出てくると思う。きれいなテー
マで入り口から分けられているが、実際にＰＤＣＡをやろうとすると、
出口から見た視点でプランを作らないとやりにくいと思う。通して読ん
だが、書かれている今後の取り組みを分類していくと、方向性は、図書
館が自らやれること、行政（お金）が絡んでやること、市民グループと
やることの３つに分けられる。自分たちができることはこれとこれだか
らどうしていこうか、これは共通だからこうやったらいい、というよう
な話になる。そこにプランを作っていかないと、「知的好奇心に応える
図書館にしましょう」に意見をと言っても大雑把に過ぎて逆に総論が増
えるばかりになる。ちょっと整理したほうが、自分たちが計画を実現す
るうえでやり易いのではないか。さもないと、自分たちが思いついたや
り易いことばかりをやって、結局トータルしたら、何をやってたんだろ
うということになりかねない。

Ａ委員 　これはＰの前の段階ではないのか。Ｐの前にこういう方向性でやるか
どうか。

Ｃ委員 　プランはまだないということか。

図書館長 　プランはあるものもあれば、ないものもある。

Ｃ委員 　ないものがどれで、あるものがどれだと落とし込んでおかないと、こ
こで意見を言いにくい。

Ａ委員 　この段階でもいうことは多くある。

会長 　ある意味、阪南市行財政構造改革プランの中でレールが引かれている
前提があり、それに対して図書館がどうするか。協議会は館長の諮問機
関であるので、諮問に対し答え、調査研究を含めて結論を出す。形式を
整えつつやっていかないといけない。市民ワークショップを含めて、あ
る程度自由な意見交換をしてまとめていくということになる。
　今日、私からも一つ提案を持ってきている。行政は行政、市民は市民
というわけではなく、ここでプラン同士を交錯させることは可能ではな
いかと思う。



図書館長 　「今後のあり方」というのは市民はどういう図書館を求めているか、
阪南市立図書館はどうあるべきかを示したいので、できること、できそ
うなことだけを書いてしまうと、そこから離れてしまう気がする。でき
ないこともあるかもしれないが、まず、「こういう図書館でありたい」
というのをつくって、そのための運営手法としては、指定管理がいいの
か、直営がいいのか、一部委託がいいのか、それを融合したようなもの
がいいのかを考える段階に行く。今できることだけを書いてしまうと、
今後のあり方を狭めるようなものにならないかと危惧する。

Ｃ委員 　今できることをやっていくのは問題がないが、プランの全体像がない
ところで思いついたことだけをやっていると、バランスよく進行で来て
いるのかが分からなくなる。

Ａ委員 　今日はＰＤＣＡの前の段階で、我々は意見を求められている。ここに
ＰＤＣＡの図があるのがそもそもおかしいのではないか。

Ｃ委員 　方向性というと、必ずＰＤＣＡを思い浮かべてしゃべっている。ＰＤ
ＣＡがないものはファジーな言葉の表現になっている。

部長 　ここで唐突にＰＤＣＡが示されているというのは、確かに違和感があ
る。本来であれば、自由な意見をいただいたうえで、こうあるべきとい
う案に収斂していくものと思う。Ｃ委員の意見をいただいて、参考にさ
せていただきたい。ワークショップでもご意見をいただいたが、さらに
磨いていく形で今回ご意見をいただきたい。

図書館長 　そういうご意見をいただいたうえで「案」を練っていきたい。

会長 　私も１２月のワークショップに出席した。まず本日配布した、西宮市
立図書館の資料を見ていただきたい。図書館は図書館法に基づいて、市
が図書館条例を作って運営するものだが、今回の行政側のプランとし
て、財政構造の改革を計画する中で、図書館の人件費等を考えるべきだ
と提起されている。それに応えるには、図書館に新たな条例が必要では
ないかと以前から考えていた。他の自治体で動きがあったのでその典型
的な例を報告する。
　西宮市立図書館のホームページには、図書館振興基金は蔵書整備拡充
等に使われるとある。また、ふるさと納税の対象であるとも記載されて
いる。基金条例は、諫早市、指宿市、岡山市でもできている。図書館に
関する条例としては、図書館条例と運営規則があり、それ以外の条例は
ほとんど見受けられないが、西日本方面で基金条例の運用が始まってい
る。自治体には、財政的な問題が大きいが、それに対して、市民がもう
少しかかわれるやり方が必要だろうと思っていた。その中で、条例化が
大事である。
　指定管理にいきなり出す前に、順番としては、こういうものを図書館
で設定することを考えるべきだと思う。他の自治体が、どういう目的で
設定したかを調べないといけないが、かなり増えてきている。条例は議
会で提起され論議され運営される、自治体にとって一番大きいものであ
る。可能ならばそこから始めていくべきではないか。

会長 ご意見ご質問はないか。

Ａ委員 　寄付といえば、近隣市町の住民が雑誌スポンサー制度で寄付すると、
阪南市民と同じように図書館が使えるようになる。すごいなとびっくり
した。諸刃の剣で阪南市民と同じように図書館が使えるなら、よその市
に行こうかなと思う。



会長 　生駒市は、１万円寄贈した人には誰にでも図書貸出券を送る。

Ａ委員 　それは、やろうかなと思ってしまう。阪南の図書館はすごく使いやす
いと思う。そこをもっとＰＲしたらどうか。図書館がない近隣自治体に
は、お金を払ってでも使いたい人が結構いそうだと思うが。

図書館長 　今年度から、広域貸出が始まっているので、市外のスポンサーは減る
可能性がある。どれだけ図書館を使うか、来て5冊以内の本を借りるだ
けでいいならスポンサーにはならない。平成３１年は８名が市外のスポ
ンサーである。

Ａ委員 　広域貸出だと貸出冊数、予約の制限がある。子どもに絵本を借りよう
と思ったら、貸出冊数制限が無いのは非常にありがたい。

図書館長 　図書館はただで使えるものと思っている人にはなかなかスポンサーに
なっていただけない。広域利用者でさらに使いたい人にはスポンサーに
なっていただけたらと、カウンターでチラシを渡す等しているところで
ある。

Ｃ委員 　岸和田以南の図書館で雑誌スポンサーをやっているのはどこか。

図書館長 　どこの図書館も大体やっているが、団体・企業に限定している。個人
も可能なのは阪南だけである。

会長 　どこの図書館を使いたいかは、通学通勤経路等生活圏の問題がある。

Ｃ委員 　図書館は、阪南市に限らず利用できる形なのか。スポーツ施設でいう
と、阪南市の体育館は、市民限定だが、泉佐野市や泉南市はだれでも使
える。

会長 　一般的に、行政サービスと図書館サービスは根拠法が違うので、少し
違う部分がある。図書館法は、行政法とちょっと違う。ふるさと納税が
始まり、行政サービスに閉じこもっていたがそうではなくなってきた。
ふるさと納税に図書館が乗れないかと前から考えていたところである。

Ａ委員 　「無線ＬＵＮを導入しているが周知が足りない」という部分だが、ど
れぐらい利用されているのか、数値で出せるのか。

図書館長 　タブレットをカウンターで貸し出す数は把握しているが、個人のスマ
ホ・タブレットで接続している数は把握できない。使っている方はいる
が、知らなかったという方も結構おられる。

Ａ委員 　今の周知方法は何か。

図書館長 　導入時の広報と、館内にチラシを置いているのと、「フリーＷｉ－Ｆ
ｉ使えます」のポップがある。

Ａ委員 　一昨年の台風19号の時、図書館が台風の最中、開館していて、フリー
Ｗｉ－Ｆｉが使え情報収集ができて非常にありがたかった。

図書館長 　平成２８年のシステム更新の時から開始した。

会長 　電子図書館がもう少し普及してくると、Ｗｉ－Ｆｉは必要な設備に
なってくる。



Ｃ委員 　色々な電子図書館の業者があるが、検討をしているのか。

図書館長 　導入の予算がないので、具体的な検討はしていない。導入するなら、
システム更新の時に検討することになる。今の状況だと、紙の本の購入
を減らし、その分の予算で導入することになる。どちらの需要が大きい
か、まだ、阪南市では紙の本ではないかと考えている。

Ａ委員 　１－（２）、（３）の部分で、役所内の連携だけではなく、デイサー
ビス等、利用者さんと直接かかわりがあり、情報を持っているところと
連携しなくてよいのか。役所の福祉部署では、直接どれだけかかわれる
のか、気がかりである。

図書館長 　介護保険課で把握している、ケアマネジャーや介護事業所の連絡会
に、継続的に図書館から出向き、ＰＲすることが必要であると考えてい
る。現在は、１回出席しただけで継続できていない。そういった場を活
用し、図書館サービスが必要な方に情報を届けたいと考えている。

Ａ委員 　授乳スペースのことだが、図書館内だけではなく、サラダホール内に
も全くない。図書館だけの問題ではなく、市全体の問題として考えてほ
しい。図面を見ると、楽屋や倉庫スペースなどがたくさんある。図書館
内も狭いから、ホール全体での充実を考えてほしい。

会長 　１－（４）空間の問題だが、建築後３０年が過ぎ、開架室が狭い。電
子図書館が洗練されてくると、紙の本を少し減らして、空間をとること
が可能になる気がする。

Ａ委員 　今後課題解決の機能面を進めていって、長時間利用する利用者の増加
が見込まれるが、電源が使えるとありがたい。パソコンを使って調査研
究をするなら、電源が必要である。特に災害時。

事務局 　他の図書館に調査したことがあるが、その時は電源を使えるようにし
ているところはほとんどなかった。周囲の人に迷惑が掛からない範囲
で、バッテリでの使用は認めている。

Ｂ委員 　府立図書館では、電源席を作ってそこでは自由に使ってもらってい
る。新しい図書館では、そういうところも増えているのではないか。長
時間滞在型の図書館が多いし、設備にもよるが、使用できるコーナーを
作るというやり方もあるのではないか。中之島ではビジネス支援開始か
ら、電源使用可とした。昔は電源使用に否定的な考えだったが、今で
は、「どうぞ使ってください」という考え方に変わっている。

Ｃ委員 　図書館で、ビジネスマンがパソコンやタブレットを使える空間を提供
することができないか。

図書館長 　最近新築やリノベーションした図書館は、無線ＬＡＮ、電源席といっ
た設備を整えているところが多い。

Ｃ委員 　案には自習室や、中高生の利用が課題としてあがっているが、今の中
高生は手書きで勉強する子は少ないのではないか。タブレット等を持っ
てきて勉強する子が多くなっている。

Ａ委員 　ＡＯ入試で論文を書くにあたり、図書館で調べ物をするとなると、電
源は必要である。

会長 やはりこれからは電源が必要である。



Ａ委員 　「周知が足りない」というフレーズが度々出てくるが、今後新たな
サービス等を今以上にＰＲするために具体的な方針はあるのか。どんな
に素晴らしいことをしても、使われなかったり、知られていなかったり
すれば、市としては投資しても費用対効果がないということで打ち切ら
れるのではないか。図書館の弱点になっていると感じる。

図書館長 　Ａ委員のおっしゃる通りで、ワークショップを通じてそれぞれの職員
が感じたことである。ワークショップで認識したばかりのため、ぜひ具
体的な案をいただきたい。

Ａ委員 　ツイッター、インスタグラム、フェイスブックは必須で、ティック
トック（ＴｉｋＴｏｋ）のアカウントを作ってもいいと思う。先日の
ワークショップの参加者は、私が一番若いぐらいで、若者が全く来てい
なかった。ＹＡの貸出はどうなのか気になる。今、図書館を使っていな
い人たちへのＰＲが必要である。使えるものは何でも使う勢いでＰＲし
ていかないと、その人たちまで届かない。広報だけでは伝わらない。

会長 　パソコン、スマホを利用する層は検索して情報にたどり着く。探しや
すさが必要である。これについてどうなんだろうと検索したらすぐ出て
くるというようにしなければいけない。

図書館長 　市のフェイスブックはあり、図書館からも時々は情報をあげている
が、まだまだ足りない。

Ｂ委員 　若い１０代の人たちはツイッター、インスタぐらいしかしていない。
フェイスブックはおじさんしかしていない。

Ａ委員 　若い人は、ＬＩＮＥのタイムライン、インスタ等をやっていて、中高
生にはティックトックという、ユーチューブより簡単に映像が投稿でき
るサービスが人気である。

図書館長 　そういうことをやってくれるボランティアがいたらよいのだが。

Ａ委員 　ボランティアに任せると、広報基準が問題である。出してはいけない
ことを言ってはいけない言葉で言ってしまう、「炎上」になる可能性が
ある。阪南市の広報担当課に相談してみてはどうか。

Ｃ委員 　ワークショップの参加者はリタイア組が多く、そこで出てくるアイデ
アは、高齢者向けに偏っていると感じた。また、自分たちが楽しみたい
という意見が多く、中間層、若年層をどう拾っていくかという発想は、
ワークショップではあまり出ていなかった。若い層にどうアピールする
かに力を入れないと、次の世代につながらない。

会長 　学校のほうではどうか。

Ｄ委員 　中学校では、映画や漫画のノベライズを入れても、図書室に来ない。
昔はクーラー目当てで来ていたが、今は普通教室にクーラーがあり、昼
休みに図書室を開けても、その時間だけスイッチを入れて冷えていない
図書室には来ない。自習ができ、フリーＷｉ－Ｆｉとクーラーがあれ
ば、一部の層は図書館に来ると予想できる。



Ｅ委員 　うちの学校の子は、割りと読書好きな子が多い。学校全体でビブリオ
バトルに取り組んでいて、図書室利用率は高い。図書委員会が行うイベ
ントは、参加者が多く、大勢の子が図書室にやってくる。逆に、スポー
ツイベントが盛り上がっているときは、図書室が閑散となる。学力向上
には読書が大切で、どうやったら読書好きな子が育つか、校内で話し
合ったりもしている。自分自身の体験から言っても、親子で本好きにな
れたら、読書が好きな子が育つのかなと思う。

会長代行 　文庫でもイベントの時には子どもたちが来てくれる。ビッグブックや
紙芝居を自分で演り、それを聞いてもらいたがる子どもたちを見ている
と、自分のいられる場を求めていると感じる。自分の場所と感じられる
と、図書館にも来るのではないか。私の住んでいるところは２駅向こう
で、子どもたち自身で図書館にくることは難しい。身近に常設の図書館
が欲しい。財政的な面や運営面等考えていかなければと思う。阪南市の
あちこちにまちライブラリーができてきたり、文庫もあるが、図書館が
きちんと直営で運営され、司書がいることで支えられていると思う。指
定管理ではなく直営でやってほしい。開館当初からいる司書の経験を受
け継ぐ、若い司書を育ててほしい。ワークショップの時、講師の方が言
われた、市民一人一人に専門性があり、図書館にとってその専門性を生
かした何かができるということに強い感銘を受けた。ＹＡ層にアピール
できる人が見つけられたら、その人を講師に迎えてできることがあるの
ではないか。

Ｆ委員 　私も、できることをやってみようということで「好きな本もちよりカ
フェ」を開催することにした。「この指とまれ」の会議で、今まで顔を
見たことのない、若い方が参加されていた。それぞれ子育てサークル等
コネクションがあるようで、新たな広がりの可能性を感じている。この
ような取り組みは、館長をはじめとした司書とのやり取りの上で積み上
げていくものなので、指定管理になった場合うまくいくのか、図書館協
議会が成り立つのか、皆で図書館のあり方を考えるようなことができる
のか。非常に不安である。いろいろ案を出して、直営を貫いていただき
たい。

Ｃ委員 　最近ニュースで見たが、ゲートを通ると自動的に貸出ができるシステ
ムが運用されているらしい。機械でできることは機械に任せられると、
司書の仕事がステップアップするのではないか。司書の本来業務とし
て、市役所は何を求めているのか。そこが明らかになれば、お金も出て
きやすくなるのではないか。

会長 　図書館の戦略として、読書拠点を広げることについて、まだやる余地
がある。お寺や神社に団体貸出で本を貸すことも可能ではないか。協議
会でも年２回ではあるが、探りながらやっていきたい。

案件６ その他について
事務局 　（災害時の臨時休館について、資料に基づき説明。）

Ａ委員 　臨時休館の時に、市民に知らせる手段は何か。

図書館長 　ホームページと電話対応を想定している。

Ａ委員 　緊急時にはＳＮＳが有効だと思うので、ツイッターアカウントがあれ
ば、情報発信もできる。

Ｆ委員 　このような基準は、図書館だけがなかったのか。



図書館長 　施設個々で違う。

Ｃ委員 　災害時、電話対応といっても、職員は出勤しているのか。

事務局 　対策本部に配備される職員の中に、図書館職員も含まれているため、
日中の対応はできると考えている。

Ｄ委員 　学校でも災害時の対応は決まっている。

会長 　その他意見等はあるか。

全委員 　意見等なし。

会長 　これで図書館協議会を終わる。

事務局 次回は令和２年８月４日（火）に開催する。令和２年度は３回開催予
定である。


